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 【࿨ชڂݜ】

 

教⫋・保育⫋を目指す学⏕に SDGs活動実㊶を行なった際の学⏕の学ࡧ 

̿岡崎市の NPOἲ人࣌ࢫࢦル࢖࢚ド現地ࢫタッフのㅮ話を通して̿ 

 

岡崎ዪ子大学 ᐑ⭜ᏹ⨾ 

 

要 旨 

岡崎市をᣐⅬとする国際 NPOἲ人࣌ࢫࢦル࢖࢚ドの現地のࣃࢿール人ࢫタッフであるࢩ

ータ・ࣂディẶによるㅮ話を通した学⏕の学ࡧについて調査を行ったとこࢁ、世界がᢪえ

ているၥ題への㛵ᚰ、国際♫会の現≧についての知㆑およࡧ国際的など㔝について、一定

のຠ果を確ㄆすることができた。また、ㅮ話の୰で最も༳㇟にṧったことについては、カ

ーࢺࢫไの下、差別をཷけ⥆けてきたࢩータẶが㏫ቃに❧ちྥかい、現地において「カー

 。そのものをኚえようとしていることについてのグ㏙がᩓぢされたࢪー࣓࢖ไ」のࢺࢫ

 

１． はじめに 

2021 年度、➹⪅が保育ኈ資᱁、ᗂඣᅬ教ㅍචチを目指す学⏕にᑐし、岡崎市をᣐⅬと

する国際 NPO ἲ人である࣌ࢫࢦル࢖࢚ドと༠ാした岡崎ዪ子大学における SDGs ࣉタンࢫ

ラࣜー➼によるၨ発活動を行った結果、経㦂⪅によるㅮ₇ࡸཧ加型の活動がຠ果的である

ことが明らかとなったとともに、日本において行う࣋࢖ンࢺの際にཧ加する学⏕の国際的

ど㔝のᣑ大を≺う場ྜには、外国人とのゐれྜいを᥎ዡすることが課題としてᣲࡆられた

(ᐑ⭜, 2022)1)。 

2022年度には、上㏙の NPOἲ人より、2022年 9᭶上᪪より、現地のࣃࢿール人現地ࢫタ

ッフであるࢩータ・ࣂディẶが 9᭶ᮎまで日本に⁫ᅾするという㐃⤡があった。そこで、

学⏕の国際的ど㔝のᣑ大を≺い、同ἲ人にࢩータ・ࣂディẶのㅮ話を౫㢗した。 

 

２．先行研究 

（１）カーࢺࢫไ度とࣃࢿールにおけるࣂディ᪘への差別について 

➨ッラ⋤ᮅ࣐、ไは、1300年௦にࢺࢫールにおけるカーࣃࢿ  7௦のࢸࢫࣕࢪィࢸィ・࣐

ッラ⋤がᨻ἞、♫会、ᩥ化のྛ分㔝でᨵ㠉を行うにあたり、࢖ンドをཧ考にカーࢺࢫไを

ᑟධした(ᐑ崎, 2022)2)。1854 年にムル࢖࢔・࢟ンἲ඾がබᕸされてからは、୺要な組⧊

ཎ๎およࡧ♫会的࢖࢔デンࢸィࢸィの୺要なỴ定要ᅉとぢされている(ᐑ崎, 2022)3)。 

⋥)ࣖࣜࢺࣕࢩン(ྖ⚍・学⪅）、ク࢘ࣂ、ไ度ではࢺࢫールにおけるཝ᱁なカーࣃࢿ

᪘・Ṋ人）、ࣦࣕࢩ࢖࢓(市Ẹ・商人）、ࣗࢩードラ(ᪧያ㞔㝵⣭・ປാ⪅)という4つの㝵⣭

に分㢮されている(ࣚࣖー2017 ,ࢼ)ࣗࢩ。(4ードラとは別に、ࣃࢿールでは、ᨻᗓが୙可

ゐẸを指す᫬に用いる「ࣜࢲッࢺ」という呼⛠が౑用されており、ࣃࢿールの⥲人口

2,600୓人にᑐし、ࣜࢲッࢺの人ᩘは、450୓人である(ࣚࣖー2017 ,ࢼ)5)。カーࢺࢫの最

下ᒙであるࣜࢲッࢺは、経済的にᦢ取され、ᨻ἞的に発ゝᶒをᣢたࡎ、୙可ゐẸとして♫

English Education for Children at Home Using Digital Devices 

-Example of A Kindergarten in Okazaki City- (Hiromi MIYAKOSHI) Okazaki Women’s University 

㜀ぴ日㸸2022年 11᭶ 3日) 

3) ᰴᘧ会♫ࢯࢺ࢘࢔ーࢩングࢸクࢪࣟࣀー(2021)「࢖ー・ラーࢽング研究ᡤ、子࡝もの

⩦い事はⱥ会話ࢫクール、ࣟࣉグラ࣑ングが人Ẽ」https://ict-enews.net/-

2021/01/14ell-2/(最⤊㜀ぴ日㸸2022年 11᭶ 3日) 

4) ୰日᪂⪺(2021)「１日㸴᫬㛫、㐌２ᅇ「ⱥㄒ࢜ンࣜー」 ᮾ㒓の㸳බ❧保育ᅬ」 

https://www.chunichi.co.jp/article/304247（最⤊㜀ぴ日㸸2022年 11᭶ 3日） 

 「活用調査࢔２ᅇ ஙᗂඣのぶ子の࣓ディ➨」教育⥲ྜ研究ᡤ (2017)ࢭッࢿ࣋ (5

https://berd.benesse.jp/up_images/publicity/press_release20171016_2media.pdf(最

⤊㜀ぴ日㸸2022年 11᭶ 3日) 

6) 前ᥖ 5) 

7) 前ᥖ 5) 

8) 別ᗓさおり・㜿ஂ᰿㞞「ᗂඣの⩦い事に㛵する研究̿性差に╔目した考ᐹ̿」ࠗ ᮾ京

成ᚨ大学人ᩥ学㒊・ᛂ用ᚰ理学㒊研究⣖要(25)࠘2018年、97-104㡫 

9) ᰴᘧ会♫ 教育ᐙᗞ᪂⪺♫「子౪にさࡏたい⩦い事は「ⱥ会話」ࣟࣉ」ࡸグラ࣑ン

グ」が上位に㹼子࡝もの年ᮎ年ጞに㛵する調査」2022年、

https://www.kknews.co.jp/-news/20220114yt03(最⤊㜀ぴ日㸸2022年 11᭶ 3日) 

10) ᰴᘧ会♫࢖ࢺࢫࣕࢪッࢺ「ᮍᑵ学ඣをⱥ会話教ᐊに通わࡏているぶ 100 人に実᝟を調

査㸟84㸣が通わࡏてよかったとᅇ⟅」2022 年、https://www.miya-manavi.net/report-

little-child-english-school/(最⤊㜀ぴ日㸸2022年 11᭶ 3日) 

11) 前ᥖ 2) 

12) ᩥ㒊⛉学┬「小学ᰯのⱥㄒ教育に㛵するព㆑調査࠘2004年、 

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/004/siryo/attach/1379978.ht

m(最⤊㜀ぴ日㸸2022年 11᭶ 3日) 

13) ᩥ㒊⛉学┬ࠗ小学ᰯ学⩦指ᑟ要㡿(ᖹ成 29 年度࿌示)ゎ説の外国ㄒ活動・外国ㄒ⦅࠘

2017年 

14) ὠ⏣ᩄ「ICT とࣜࣉ࢔活用による小学⏕ⱥㄒ教育指ᑟの一考ᐹ: タブࣞッࢺ PC とẸ

㛫ⱥㄒࣜࣉ࢔の活用」ࠗ ጲ㊰日ࣀ本▷ᮇ大学 研究⣖要(40)࠘2018年、33-47㡫 

15) 大ᐑ明子・▼⏣᭷理「ᗂඣのデࢪタルᶵჾ฼用実ែと保ㆤ⪅のព㆑」ࠗ ༑ᩥᏐ学ᅬዪ

子大学人㛫⏕活学㒊⣖要(12)࠘2014年、13-24㡫 

16) ᇼ⏣༤ྐ・ᯇἙ秀ဢ・ዟᯘὈ一㑻・᳃⏣೺ᏹ・῝ぢಇᓫ・୰ᮧᜨ・ᯇᒣ⏤⨾子・佐藤

ᮅ⨾「タブࣞッࢺ➃ᮎを活用した保育での取り組み内ᐜの調査」ࠗ 日本教育ᕤ学会➨ 

30 ᅇ඲国大会࠘2014年、567-558㡫 

17) ᯇᒣ⏤⨾子・ᇼ⏣༤ྐ・佐藤ᮅ⨾・ዟᯘὈ一㑻・ᯇἙ秀ဢ・୰ᮧᜨ・᳃⏣೺ᏹ・῝ぢ

ಇᓫ「保育現場での活用を᝿定したᗂඣྥけࣜࣉ࢔の評価ほⅬの᳨ウ」ࠗ 日本教育ᕤ

学会論ᩥㄅ(40)࠘2017年、117-120㡫 

18) ᮾ▮ග௦・知ⰼ⥤㤶「iPad でᣅくⱥㄒ教育(1)࢔ルフ࣋࢓ッᩥࢺᏐの学⩦に資する࢔

ࠗ「についての考ᐹࣜࣉ ⌰⌫大学Ḣ⡿ᩥ化論㞟(59)࠘2015年、47-65㡫 

19) ᩧ藤῟ࠗࢇ࡯とうに㢌がよくなる世界最高の子࡝もⱥㄒ࠘2017年、ࣖ࢖ࢲモンド♫ 

20) 前ᥖ 19) 

 

ㅰ㎡ 

 本研究にᚚ༠力㡬きました、Aᗂ⛶ᅬのⓙᵝにᚰよりឤㅰを⏦し上ࡆます。 
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会的に౲㎯されており、ࣃࢿールのࣜࢲッࢺዪ性は、ไ度の≛≅⪅であり、⪏え㞴いṧ⹢

行Ⅽを㈇ってࢇ࡝ᗏに❧っている(Bishwakarma, 2004)6)。 

ディ᪘は、኎᫓を⫋業としてᐟ࿨づけࣂの୰でも最下位に位置付けられているࢺッࣜࢲ

られている(㟷ᮌ, 2022)7)。ࣂディの♽先について、藤಴(2022)8)は、ᩘⓒ年前໭࢖ンドか

ら移ఫしてきたといわれており、ዪ性は㋀りࡸḷ、⏨性はኴ㰘づくりࡸ⁺をしていたこと

から、18 世⣖の国ᐙ⤫一௨前は、す㒊ࣃࢿールに位置するᗄつもの小⋤国において、ࣂ

ディのዪ性たちは、㋀り子ࡸḷいᡭとして、ᐑᘐࡸ大地୺に௙えていたと㏙࡭ている。し

かし、ࣃࢿール㏆௦国ᐙᙧ成にకい、ࣂディの人ࡧとは小⋤国のᐑᘐࡸ大地୺からのᗊㆤ

をኻったと同᫬に、ఏ⤫ⱁ能による཰ධの㐨も㛢ࡊされたことにより、ࣂディ・ࢽ࣑ࣗࢥ

 。ィでは、ዪ性の኎᫓による཰ධに㢗るようになったと、藤಴(2022)9)は説明しているࢸ

Gautam・Soomro・Sapkota・Gautam・Kasaju(2018)10)は、ࣃࢿールで最もᜨまれない、␯

外されたグルーࣉの1つであるࣂディࢸࢽ࣑ࣗࢥィの人口は、2011年の国ໃ調査によると

38,603人であり、ᨻᗓがࢸࢽ࣑ࣗࢥィ内での኎᫓のᗫṆをᐉゝしたにもかかわらࡎ、今で

もࣂディࢸࢽ࣑ࣗࢥィのዪ性の6%が性኎㈙に㛵与していると指摘している。 

実際、1959 年の᠇ἲでカーࢺࢫไがᗫṆされてからも、実⏕活においては、ඖ୙可ゐ

カーࢺࢫの人ࡧとにᑐする差別が⥆いている(藤಴, 2022)11)。2010年には、ࣃࢿールᨻᗓ

は、「኎᫓の௙事を⚗ࡎる」という通㐩をฟしたが、ࣂディの人ࠎには、௦᭰の௙事がな

く、⏕ィを❧てるために今も⥅⥆しているࢸࢽ࣑ࣗࢥィがあると、㟷ᮌ(2022)12)は㏙࡭て

いる。 

 

（２）SDGsと࢙ࢪンࢲー 

 2000年の国㐃࢔ࢽ࣑ࣞム・࣑ࢧッࢺにおいて、࢔ࢽ࣑ࣞム開発目ᶆ(MDGs)が2015年まで

に㐩成す࡭き目ᶆとしてᐉゝされた。➨3目ᶆでは、「࢙ࢪンࢲーᖹ➼の᥎進とዪ性の地位

ྥ上」がᥖࡆられたが、2015年を㐣ࡂてなお、52か国が᠇ἲで⏨ዪᖹ➼を定めておらࡎ、

⏨性にẚ࡭てዪ性の㈤㔠は22%పく、ࣃーࢼࢺーをྵࡴ⏨性からᭀ力をཷけた経㦂をもつ

ዪ性は35%Ꮡᅾしていた(ὸ井, 2019)13)。そこで、2015年に国㐃で᥇ᢥされた、17の目ᶆを

もつSDGsの5␒目の目ᶆ「࢙ࢪンࢲーᖹ➼を実現しよう」がタけられ、Achieve gender 

equality and empower all woman and girls㸫࢙ࢪンࢲーᖹ➼を㐩成し、඲てのዪ性ཬࡧዪ

ඣの能力ᙉ化を行う̿との目ᶆがᥖࡆられている(外ົ┬, 2022)14)。 

小目ᶆとしては、5.1 End all forms of discrimination against all women and girls 

everywhere㸫あらࡺる場ᡤにおける඲てのዪ性ཬࡧዪඣにᑐするあらࡺるᙧែの差別を᧔

ᗫする̿、5.2 Eliminate all forms of violence against all woman and girls in the 

public and private spheres, including trafficking and sexual and other types of 

exploitation㸫人㌟኎㈙ࡸ性的、その他の✀㢮のᦢ取な࡝、඲てのዪ性ཬࡧዪඣにᑐする、

බ共・⚾的✵㛫におけるあらࡺるᙧែのᭀ力を᤼㝖する̿、5.3 Eliminate all harmful 

practices, such as child, early and forced marriage and female genital mutilation㸫

ᮍ成年の結፧᪩ᮇ結፧、᪩ᮇ結፧、ᙉไ結፧ཬࡧዪ性ჾษ㝖な࡝、あらࡺる᭷ᐖな័行を

᧔ᗫする̿、その他、ከくの小目ᶆࡸ指ᶆがᥖࡆられている(外ົ┬, 2022)15)。 

ࢺࢫー差別は、ᅛ定化されたカーࢲン࢙ࢪディ᪘が┤㠃しているࣂ、ールにおいてࣃࢿ 

ไ度のᴫᛕにより、MDGsࡸSDGs施行ᚋも౫↛としてኚ化していない現実がある。 

 高ᶫ(2021)16)は、性別ࡈとの↓ព㆑の೫ぢ(unconscious bias)は、♫会でᅛ定化された

ᙺ๭័ࡸ⩦によってๅり㎸まれたものであり、そのᵓ㐀は差別的であり、ᨵၿのためには、
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೫ぢに基づいてつくられたᵓ㐀そのものをၥい┤すことが必要であると㏙࡭ている。୕㍯

(2016, p.241)17)は、「あらࡺる分㔝のあらࡺるᨻ⟇と施⟇にいて、ຠ果的な࢙ࢪンࢲー㓄

៖が実施され、そのことによりዪ性と⏨性の୧方が開発のあらࡺるࣞ࣋ルにᖹ➼かつ୺య

的にཧ加し、またᜠᜨをாཷする≧ែ」を「࢙ࢪンࢲー୺ὶ化」と呼ࢇでいる。࢙ࢪンࢲ

ー୺ὶ化の実現に求められる取り組みには、ᑐ㇟となる♫会ࢸࢽ࣑ࣗࢥࡸィの≧況によっ

て␗なるฎ方⟢が必要であり、୎ᑀな分析ࡸ調査を行うことによって、࢙ࢪンࢲー୺ὶ化

を目指した取り組みを、ලయ的かつຠ果的に᥎進することができると、୕㍯(2016)18)は説

明している。 

 

（㸱）岡崎市をᣐⅬとする、特定㠀Ⴀ฼活動ἲ人࣌ࢫࢦル࢖࢚ドのࣃࢿールのࣂディ᪘へ

の取り組みについて 

⿕ドについて、内㛶ᗓ(2021)19)は、「このἲ人は、人㌟኎㈙・ᙉไ኎᫓の࢖࢚ル࣌ࢫࢦ 

ᐖዪ性、子࡝もな࡝♫会的ᙅ⪅にᑐして、⫋業訓⦎・㞠用๰ฟ・教育的支᥼・㔠㖹的支᥼

➼の事業を行い、♫会的な地位を確❧し自❧できるように、基本的人ᶒの඘実にᐤ与する

ことを活動の目的とする」とグ㍕している。 

ールのᮧでඣ❺ປാをᙉいࣃࢿには、「2019年、すࢪー࣌ーム࣍ドのබᘧ࢖࢚ル࣌ࢫࢦ 

られていた7ṓのዪの子をカ࣐ࢺンࢬにタ❧したࠗ࣌ࢫࢦル࣍ーム࠘にᩆฟし、学ᰯに通

うᶵ会を与えることに成ຌしました」「そのᚋも㎰ᮧ㒊でኵの୙㈆によりぢᤞてられたጔ

と3人の子࡝もたちをᩆฟしました」「⚾たちはこれからも教育ᶵ会にᜨまれない子࡝もた

ちに学ࡧをᒆけるとともに、カーࢺࢫ差別、ᅉ⩦、ዪ性⶜どにⱞしࡴዪ性らの⏕活ᨵၿの

ために活動していきます」「一人でもከくのぢᤞてられた人、子࡝もが助けฟされ、その

結果としてSDGsの目ᶆである、㆑Ꮠ≧況のᨵၿ、ึ➼教育ᑵ学≧況における࢙ࢪンࢲー᱁

差のᨵၿがなされ、ࡦいては㌟分ࡸ性別による差別のない♫会がࣃࢿールにもたらされる

よう活動を⥆けます」と㏙࡭られている(Gospel Aid, 2018)20)。 

 ලయ的な活動として、上㏙の子࡝もࡸዪ性のᩆฟ、ᩆฟされた人ࠎが㞟う࣌ࢫࢦル࣍ー

ムのタ❧、࣌ࢫࢦル࣍ームの経済支᥼ཬࡧ人材育成の支᥼、ᮧの⏕活ྥ上のためのࣖࣉࢠ

ࠎディの人ࣂᮧの⏕活ྥ上のためのヨ㦂㎰地(２)、日本でാきたいという、(１)ࢺク࢙ࢪࣟ

のため日本ㄒ研ಟと␃学、カ࣐ࢺンࢬの作業ᡤで作成した࢔クࣜࢧࢭーࡸ現地ࢫタッフが

開発ࣜࣉ࢔、作成ࢪー࣌ーム࣍、ー㇋の日本への㍺ධ、㈍኎ࣄーࢥールで㈙い付けたࣃࢿ

な࡝によるITᢏ⾡を用いた⫋業訓⦎ཬࡧ༠ാする௰㛫の育成、な࡝を行っている(Gospel 

Aid, 2018)21)。 

ࢳンタッ࢔ールでࣃࢿの「OUR GOAL」には、「かつてࢪー࣌ームー࣍ドの࢖࢚ル࣌ࢫࢦ

ࣕブルと呼ばれた人ࠎが、カーࢺࢫ差別と㈋ᅔから❧ち上がり、自❧し、ᑛཝある⏕き方

をᚓるために࣌ࢫࢦル࢖࢚ドは必要な支᥼をします。࣍ームで愛᝟と教育のᶵ会をᚓて育

った子࡝もたちがࡸがて自❧して、自分たちのࢸࢽ࣑ࣗࢥィーを支えることができる日ま

で㸟」という目ᶆがᥖࡆられている(Gospel Aid, 2018)22)。 

 

㸱．研究の目的 

 本研究は、岡崎市にある NPOἲ人࣌ࢫࢦル࢖࢚ドのࣃࢿール現地人ࢫタッフのㅮ話を通

した、教⫋・保育⫋を目指す学⏕の SDGs に㛵する学⏕の学ࡧとၨ発᱌の提᱌を行うこと

を目的としている。 
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会的に౲㎯されており、ࣃࢿールのࣜࢲッࢺዪ性は、ไ度の≛≅⪅であり、⪏え㞴いṧ⹢

行Ⅽを㈇ってࢇ࡝ᗏに❧っている(Bishwakarma, 2004)6)。 

ディ᪘は、኎᫓を⫋業としてᐟ࿨づけࣂの୰でも最下位に位置付けられているࢺッࣜࢲ

られている(㟷ᮌ, 2022)7)。ࣂディの♽先について、藤಴(2022)8)は、ᩘⓒ年前໭࢖ンドか

ら移ఫしてきたといわれており、ዪ性は㋀りࡸḷ、⏨性はኴ㰘づくりࡸ⁺をしていたこと

から、18 世⣖の国ᐙ⤫一௨前は、す㒊ࣃࢿールに位置するᗄつもの小⋤国において、ࣂ

ディのዪ性たちは、㋀り子ࡸḷいᡭとして、ᐑᘐࡸ大地୺に௙えていたと㏙࡭ている。し

かし、ࣃࢿール㏆௦国ᐙᙧ成にకい、ࣂディの人ࡧとは小⋤国のᐑᘐࡸ大地୺からのᗊㆤ

をኻったと同᫬に、ఏ⤫ⱁ能による཰ධの㐨も㛢ࡊされたことにより、ࣂディ・ࢽ࣑ࣗࢥ

 。ィでは、ዪ性の኎᫓による཰ධに㢗るようになったと、藤಴(2022)9)は説明しているࢸ

Gautam・Soomro・Sapkota・Gautam・Kasaju(2018)10)は、ࣃࢿールで最もᜨまれない、␯

外されたグルーࣉの1つであるࣂディࢸࢽ࣑ࣗࢥィの人口は、2011年の国ໃ調査によると

38,603人であり、ᨻᗓがࢸࢽ࣑ࣗࢥィ内での኎᫓のᗫṆをᐉゝしたにもかかわらࡎ、今で

もࣂディࢸࢽ࣑ࣗࢥィのዪ性の6%が性኎㈙に㛵与していると指摘している。 

実際、1959 年の᠇ἲでカーࢺࢫไがᗫṆされてからも、実⏕活においては、ඖ୙可ゐ

カーࢺࢫの人ࡧとにᑐする差別が⥆いている(藤಴, 2022)11)。2010年には、ࣃࢿールᨻᗓ

は、「኎᫓の௙事を⚗ࡎる」という通㐩をฟしたが、ࣂディの人ࠎには、௦᭰の௙事がな

く、⏕ィを❧てるために今も⥅⥆しているࢸࢽ࣑ࣗࢥィがあると、㟷ᮌ(2022)12)は㏙࡭て

いる。 

 

（２）SDGsと࢙ࢪンࢲー 

 2000年の国㐃࢔ࢽ࣑ࣞム・࣑ࢧッࢺにおいて、࢔ࢽ࣑ࣞム開発目ᶆ(MDGs)が2015年まで

に㐩成す࡭き目ᶆとしてᐉゝされた。➨3目ᶆでは、「࢙ࢪンࢲーᖹ➼の᥎進とዪ性の地位

ྥ上」がᥖࡆられたが、2015年を㐣ࡂてなお、52か国が᠇ἲで⏨ዪᖹ➼を定めておらࡎ、

⏨性にẚ࡭てዪ性の㈤㔠は22%పく、ࣃーࢼࢺーをྵࡴ⏨性からᭀ力をཷけた経㦂をもつ

ዪ性は35%Ꮡᅾしていた(ὸ井, 2019)13)。そこで、2015年に国㐃で᥇ᢥされた、17の目ᶆを

もつSDGsの5␒目の目ᶆ「࢙ࢪンࢲーᖹ➼を実現しよう」がタけられ、Achieve gender 

equality and empower all woman and girls㸫࢙ࢪンࢲーᖹ➼を㐩成し、඲てのዪ性ཬࡧዪ

ඣの能力ᙉ化を行う̿との目ᶆがᥖࡆられている(外ົ┬, 2022)14)。 

小目ᶆとしては、5.1 End all forms of discrimination against all women and girls 

everywhere㸫あらࡺる場ᡤにおける඲てのዪ性ཬࡧዪඣにᑐするあらࡺるᙧែの差別を᧔

ᗫする̿、5.2 Eliminate all forms of violence against all woman and girls in the 

public and private spheres, including trafficking and sexual and other types of 

exploitation㸫人㌟኎㈙ࡸ性的、その他の✀㢮のᦢ取な࡝、඲てのዪ性ཬࡧዪඣにᑐする、

බ共・⚾的✵㛫におけるあらࡺるᙧែのᭀ力を᤼㝖する̿、5.3 Eliminate all harmful 

practices, such as child, early and forced marriage and female genital mutilation㸫

ᮍ成年の結፧᪩ᮇ結፧、᪩ᮇ結፧、ᙉไ結፧ཬࡧዪ性ჾษ㝖な࡝、あらࡺる᭷ᐖな័行を

᧔ᗫする̿、その他、ከくの小目ᶆࡸ指ᶆがᥖࡆられている(外ົ┬, 2022)15)。 

ࢺࢫー差別は、ᅛ定化されたカーࢲン࢙ࢪディ᪘が┤㠃しているࣂ、ールにおいてࣃࢿ 

ไ度のᴫᛕにより、MDGsࡸSDGs施行ᚋも౫↛としてኚ化していない現実がある。 

 高ᶫ(2021)16)は、性別ࡈとの↓ព㆑の೫ぢ(unconscious bias)は、♫会でᅛ定化された

ᙺ๭័ࡸ⩦によってๅり㎸まれたものであり、そのᵓ㐀は差別的であり、ᨵၿのためには、
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㸲．ᑐ㇟と方ἲ 

（１）調査ᑐ㇟について 

研究ᑐ㇟は、ᗂ⛶ᅬ教ㅍචチ≧、保育ኈ資᱁、小学ᰯ教ㅍචチ≧の取ᚓを目指す子࡝も

教育学㒊にᡤᒓする⚾❧のዪ子大学 3、4年⏕のうち 43ྡである。 

 

（２）研究方ἲについて 

研究ᮇ㛫は、2022 年 9 ᭶ 27 日（ⅆ）の 4 年⏕をᑐ㇟とした、「教⫋実㊶₇⩦（小）」の

特別ᤵ業ཬ2022、ࡧ 年 9 ᭶ 28 日（Ỉ）の 3、4 年⏕をᑐ㇟としたᑓ㛛ࢼ࣑ࢮールにおけ

る、特別ᤵ業であった。 

特別ᤵ業には、9 ᭶に᮶日した、ࣃࢿールの࣌ࢫࢦル࢖࢚ド現地ࢫタッフである、ࢩー

タ・ࣂディẶ、ཬࣂࡧディカフ࢙௦⾲の࢘ィࣜ࢔ムࡺࢬりẶ、NPO ἲ人࣌ࢫࢦル࢖࢚ド理

事の大ᐑ⋹子Ặが、ㅮ話を行った。 

 

（㸱）㉁ၥ㡯目について 

ᑐ㇟⪅ 1 への事前調査の㡯目は、(1)現ᅾ世界がᢪえているᵝࠎなၥ題について、㛵ᚰ

にኚ化はありましたか。(5௳ἲ) (2)(1)についての⡆༢な理⏤をお᭩きくࡔさい。(自⏤

グ㏙) (3) 国際♫会の現≧についての知㆑にኚ化がありましたか。(5௳ἲ) (4)(3)につ

いての⡆༢な理⏤をお᭩きくࡔさい。（自⏤グ㏙）(5)国際的など㔝は広がりましたか。(3

௳ἲ) (6)(5) についての⡆༢な理⏤をお᭩きくࡔさい。（自⏤グ㏙）(7)今日までに、

NPO ἲ人࣌ࢫࢦル࢖࢚ドのことは知っていましたか。(2 ௳ἲ) (8)知っていたとᅇ⟅した

方は、ఱで知りましたか。(4௳ἲ) (9)「その他」とᅇ⟅した方は、ఱで知りましたか。

(自⏤グ㏙) (10)SDGs の目ᶆは 17 個ありますが、今日のㅮ話は、SDGs の目ᶆの࡝れに㛵

㐃するとᛮいますか。（」ᩘᅇ⟅可） (11)今日のㅮ話から、考えさࡏられた㡯目(」ᩘᅇ

⟅可)を㑅ࢇでくࡔさい。(12) 今日のㅮ話から、今ᚋ㛵ᚰをもっていきたいと考えるもの

（」ᩘᅇ⟅可）を㑅ࢇでくࡔさい。(13) 今ᅇのㅮ話㸤஺ὶの୰で最も༳㇟にṧったこと

 。さいࡔ話はఱでしたか。(自⏤グ㏙) (14)本日のㅮ話㸤஺ὶの඲య的なឤ᝿をお᭩きくࡸ

(自⏤グ㏙)であった。 

 

㸳．結果と考ᐹ 

（１）現ᅾ世界がᢪえているၥ題への㛵ᚰのኚ化について 

ㅮ義ᚋの、現ᅾ世界がᢪえているၥ題への㛵ᚰのኚ化について、5 ௳ἲ(ኚ化がある(上

がった)、ኚ化がある(少し上がった)、ኚ化がある(少し下がった)、ኚ化がある(下がっ

た)、ኚ化なし)で分析したとこࢁ、ᅇ⟅した学⏕(n=39)の 76.9%が「ኚ化がある」（上がっ

た）、23.1%が「ኚ化がある」（少し上がった）とᅇ⟅した。 

 上㏙の㑅ᢥの理⏤についての自⏤グ㏙をࢽ࢖࣐ࢺࢫ࢟ࢸング(㸱)したとこࢁ、ྡモでは、

「世界(12)」「ၥ題(11)」「お話(8)」「ࣃࢿール(6)」「差別(6)」「今ᅇ(6)」「カー(5)ࢺࢫ」

「㈋ᅔ(5)」「ᵝ(5)ࠎ」「⯆味(5)」「日本(5)」「㛵ᚰ(4)」「教育(4)」「当たり前(4)」「⏕活

(4)」が上位にᣲがった。動モとしては、「知る(27)」「⪺く(16)」「ᛮう(12)」「できる

(10)」「ឤじる(7)」「ཷける(4)」「考える(4)」「ฟ᮶る(4)」が上位にぢられた。それࡒれ

の⧅がりをぢると、「教育」と「ཷける」、「ලయ」と「ᵝ子」、「ど㔝」と「広ࡆる」、「⚾

たち」と「当たり前」がᙉい㛵ಀの共㉳࢟ーワードとしてグルーࣉ化されていた。 

共㉳࢟ーワードが౑用されている自⏤グ㏙の例（カッࢥ内は共㉳࢟ーワード）をᣲࡆる

と、「(教育・ཷける)同じ世界でも、自分の知らない場ᡤで᝿ീもつかない࡝࡯の差別を
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ཷけている人がいること、学ᰯに行けࡎ教育をཷけられない子࡝もがἑᒣいることを知っ

たことで㛵ᚰが高まりました」「(ලయ・ᵝ子)ලయ的なᵝ子を口で⪺けたり෗┿でぢたり

したから」、「(ど㔝・広ࡆる)日本は他の国にẚ࡭てẚ㍑的経済的にもᏳ定しているため、

㈋ᅔၥ題な࡝に目をྥけることがなかったが、世界にはᵝࠎなၥ題をᢪえている国がたく

さࢇあるためど㔝を広ࡆて自分にできることはなにか考える必要があるなとឤじた」「(⚾

たち・当たり前)ᬑẁ୙自⏤なくᬽらしているけ࡝、世界には、まࡔまࡔ⚾たちが当たり

前とᛮっていることが↓かったり、༑分に教育をཷけられていないことが分かったから。」

➼のグ㏙がぢられた。࢔フターࢥーディングでは、「実際に現地の方からお話を⪺くとい

うయ㦂を通したから」というពぢが 16と、඲యの 41.0%を༨め、最もከい理⏤であった。

ḟにከかったのは、「自分の知らなかった世界を知ることで、世界ほが広がった」という

ពぢが 8と඲యの 20.5%を༨めた。その他、「日本の⏕活をẚ㍑して学ࡔࢇ」ことࡸ「自分

にできることについて」考えたពぢ、「⬚ࡸᚰが③ࡔࢇ」というពぢがぢられた。 

よって、ࢩータ・ࣂディẶに実際のయ㦂ㄯを⪺くということが、現ᅾ世界がᢪえている

ၥ題への㛵ᚰのቑ加に⧅がったと考えられる。 

 

（２）国際♫会の現≧についての知㆑のኚ化について 

 ㅮ話を⪺いたことによる、国際♫会の現≧についての知㆑のኚ化について、（１）と同

ᵝに、5 ௳ἲ(ኚ化がある(上がった)、ኚ化がある(少し上がった)、ኚ化がある(少し下が

った)、ኚ化がある(下がった)、ኚ化なし)で分析したとこࢁ、ᅇ⟅した学⏕(n=39)の

64.1%が「ኚ化がある(ቑえた)」とᅇ⟅し、33.3%が「ኚ化がある(少しቑえた)」、2.6%が

「ኚ化なし」とᅇ⟅した。 

上㏙の㑅ᢥの理⏤についての自⏤グ㏙をࢽ࢖࣐ࢺࢫ࢟ࢸングしたとこࢁ、ྡモでは、

国際」「ไ度(4)ࢺࢫカー」「今ᅇ(5)」「ၥ題(5)」「知㆑(7)」「現≧(8)」「ール (8)ࣃࢿ」

♫会(4)」「差別(4)」「お話(4)」が上位にᣲがった。動モとしては、「知る(20)」「⪺く

(13)」「できる(11)」「ᛮう(9)」「ឤじる(4)」「考える(4)」「ฟ᮶る(4)」「いく(4)」が上

位にぢられ、自⏤グ㏙には、「あまり外国について῝く考えていなかったけࣃࢿ、࡝ール

の現≧を知って、カーࢺࢫไ度について῝く考えられるようになったから」「ࣃࢿールに

ついての知㆑は࡯と࡝ࢇなく、ࣅࣞࢸで他の地域の㈋ᅔの国についてはぢたことがあった

け࡝᫇のࣅࣞࢸで今でもこういった≧況ということを知ることができました」「世界には

さまࡊまなၥ題をᢪえて、༴㝤と㞄りྜわࡏでᬽらしいていたり、カーࢺࢫไ度にᝎまさ

れて⏕きている人たちがたくさࢇいることが分かった」という、ࣃࢿールの事᝟を知るこ

とができたというពぢࡸ「今ᅇのㅮ話を⪺かなかったらࣃࢿールについての現≧な࡝知ら

なかったので、他の国についても学ࡧたいとᛮうきっかけになった」「今ᅇ、ࢩータさࢇ

の話を⪺いてࣃࢿールの事᝟は知れたので、他の国ࡸ地域の国際♫会の現≧もあるのかな

とឤじました」といった、他の国の事᝟についての調࡭てみたいというពぢがぢられた。  

ㅮ話を⪺いたことによる、国際♫会の現≧についての知㆑にኚ化について、学⏕の指す

「知㆑」は、ࣃࢿールの現≧ࡸカーࢺࢫไ度の現≧に೫りはあるものの、日本௨外の国に

㛵する知㆑のቑ加というⅬにおいて、ᙉい㛵ᚰをもちながらቑ加さࡏることができたと考

えられる。 

 

（㸱）国際的など㔝のኚ化について 

 ㅮ話を⪺いたことによる、国際的など㔝のኚ化について、5 ௳ἲ(ኚ化がある(広がっ
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㸲．ᑐ㇟と方ἲ 

（１）調査ᑐ㇟について 

研究ᑐ㇟は、ᗂ⛶ᅬ教ㅍචチ≧、保育ኈ資᱁、小学ᰯ教ㅍචチ≧の取ᚓを目指す子࡝も

教育学㒊にᡤᒓする⚾❧のዪ子大学 3、4年⏕のうち 43ྡである。 

 

（２）研究方ἲについて 

研究ᮇ㛫は、2022 年 9 ᭶ 27 日（ⅆ）の 4 年⏕をᑐ㇟とした、「教⫋実㊶₇⩦（小）」の

特別ᤵ業ཬ2022、ࡧ 年 9 ᭶ 28 日（Ỉ）の 3、4 年⏕をᑐ㇟としたᑓ㛛ࢼ࣑ࢮールにおけ

る、特別ᤵ業であった。 

特別ᤵ業には、9 ᭶に᮶日した、ࣃࢿールの࣌ࢫࢦル࢖࢚ド現地ࢫタッフである、ࢩー

タ・ࣂディẶ、ཬࣂࡧディカフ࢙௦⾲の࢘ィࣜ࢔ムࡺࢬりẶ、NPO ἲ人࣌ࢫࢦル࢖࢚ド理

事の大ᐑ⋹子Ặが、ㅮ話を行った。 

 

（㸱）㉁ၥ㡯目について 

ᑐ㇟⪅ 1 への事前調査の㡯目は、(1)現ᅾ世界がᢪえているᵝࠎなၥ題について、㛵ᚰ

にኚ化はありましたか。(5௳ἲ) (2)(1)についての⡆༢な理⏤をお᭩きくࡔさい。(自⏤

グ㏙) (3) 国際♫会の現≧についての知㆑にኚ化がありましたか。(5௳ἲ) (4)(3)につ

いての⡆༢な理⏤をお᭩きくࡔさい。（自⏤グ㏙）(5)国際的など㔝は広がりましたか。(3

௳ἲ) (6)(5) についての⡆༢な理⏤をお᭩きくࡔさい。（自⏤グ㏙）(7)今日までに、

NPO ἲ人࣌ࢫࢦル࢖࢚ドのことは知っていましたか。(2 ௳ἲ) (8)知っていたとᅇ⟅した

方は、ఱで知りましたか。(4௳ἲ) (9)「その他」とᅇ⟅した方は、ఱで知りましたか。

(自⏤グ㏙) (10)SDGs の目ᶆは 17 個ありますが、今日のㅮ話は、SDGs の目ᶆの࡝れに㛵

㐃するとᛮいますか。（」ᩘᅇ⟅可） (11)今日のㅮ話から、考えさࡏられた㡯目(」ᩘᅇ

⟅可)を㑅ࢇでくࡔさい。(12) 今日のㅮ話から、今ᚋ㛵ᚰをもっていきたいと考えるもの

（」ᩘᅇ⟅可）を㑅ࢇでくࡔさい。(13) 今ᅇのㅮ話㸤஺ὶの୰で最も༳㇟にṧったこと

 。さいࡔ話はఱでしたか。(自⏤グ㏙) (14)本日のㅮ話㸤஺ὶの඲య的なឤ᝿をお᭩きくࡸ

(自⏤グ㏙)であった。 

 

㸳．結果と考ᐹ 

（１）現ᅾ世界がᢪえているၥ題への㛵ᚰのኚ化について 

ㅮ義ᚋの、現ᅾ世界がᢪえているၥ題への㛵ᚰのኚ化について、5 ௳ἲ(ኚ化がある(上

がった)、ኚ化がある(少し上がった)、ኚ化がある(少し下がった)、ኚ化がある(下がっ

た)、ኚ化なし)で分析したとこࢁ、ᅇ⟅した学⏕(n=39)の 76.9%が「ኚ化がある」（上がっ

た）、23.1%が「ኚ化がある」（少し上がった）とᅇ⟅した。 

 上㏙の㑅ᢥの理⏤についての自⏤グ㏙をࢽ࢖࣐ࢺࢫ࢟ࢸング(㸱)したとこࢁ、ྡモでは、

「世界(12)」「ၥ題(11)」「お話(8)」「ࣃࢿール(6)」「差別(6)」「今ᅇ(6)」「カー(5)ࢺࢫ」

「㈋ᅔ(5)」「ᵝ(5)ࠎ」「⯆味(5)」「日本(5)」「㛵ᚰ(4)」「教育(4)」「当たり前(4)」「⏕活

(4)」が上位にᣲがった。動モとしては、「知る(27)」「⪺く(16)」「ᛮう(12)」「できる

(10)」「ឤじる(7)」「ཷける(4)」「考える(4)」「ฟ᮶る(4)」が上位にぢられた。それࡒれ

の⧅がりをぢると、「教育」と「ཷける」、「ලయ」と「ᵝ子」、「ど㔝」と「広ࡆる」、「⚾

たち」と「当たり前」がᙉい㛵ಀの共㉳࢟ーワードとしてグルーࣉ化されていた。 

共㉳࢟ーワードが౑用されている自⏤グ㏙の例（カッࢥ内は共㉳࢟ーワード）をᣲࡆる

と、「(教育・ཷける)同じ世界でも、自分の知らない場ᡤで᝿ീもつかない࡝࡯の差別を

－99－



About learning through SDGs activities of students majoring in education and childcare -Through 

a lecture by a local Nepalese staff member of NPO Gospel Aid in Okazaki City- (Hiromi MIYAKOSHI) 

た)、ኚ化がある(少し広がった)、ኚ化がある(少し⊃まった)、ኚ化がある（少し広がっ

た）、ኚ化なし)で分析をしたとこࢁ、ᅇ⟅した学⏕(n=39)の 66.7%が「ኚ化がある（広が

った）」、30.8%が「少し広がった」、2.6%が「ኚ化なし」とᅇ⟅した。 

上㏙の㑅ᢥの理⏤についての自⏤グ㏙をࢽ࢖࣐ࢺࢫ࢟ࢸングしたとこࢁ、ྡモでは、

「世界(7)」「現≧(7)」「知㆑(6)」「ၥ題(5)」「今ᅇ(4)」「カーࢺࢫไ度(4)」「国際♫会

(4)」が上位にᣲがった。動モとしては、「知る(25)」「できる(13)」「ឤじる(11)」「ᛮう

(8)」「ฟ᮶る(4)」が上位にぢられた。共㉳࢟ーワードでそれࡒれのワードの⧅がりをぢ

ると、特に⧅がりがᙉかったものは、「㈋ᅔ」と「ⱞしめる」、「ࢩータ」と「おࢁ࡝く」

と「ⱝい」、「㐪う」と「ᬽらす」、「㍺ධ品」と「㐲い」、「ඣ❺」と「ࣂックグラ࢘ンド」、

「㍺ධ品」と「㐲い」であった。㛵㐃する自⏤グ㏙（カッࢥ内は共㉳࢟ーワード）として

は、「（㈋ᅔ・ⱞしめる）㈋ᅔࡸ差別でⱞしめられている人ࠎについて知れたから」「（ࢩー

タ・おࢁ࡝く・ⱝい）ࢩータさࢇがዪ性でまࡔⱝくして日本人と༠力して௻業し、学ࡧな

がら自分の価値ほを大事にして、子࡝もたちを助けていることにおࢁ࡝きました」「（㐪

う・ᬽらす）同じ世界でᬽらしているのに、⏕まれた場ᡤ、地域が㐪う୰でこࢇなにもᢅ

いが㐪う、⏕き方が㐪うということを知り、自分がᛮっている௨上に世界は広いというこ

と、また自分のど㔝は⊃いのࡔということをឤじたため」「（㍺ධ品・㐲い）㐲く㞳れた国

であっても、ࢥーࣄーな࡝の㍺ධ品をព㆑して㑅ࡔࢇり、カフ࢙を฼用したりすることで

ఱかの助けになるのࡔとឤじました」「（ඣ❺・ࣂックグラ࢘ンド）外国⡠というࣂックグ

ラ࢘ンドࡔけでなく᭦に他の⫼ᬒがある可能性もあるとឤじて、外国⡠のඣ❺のᑐᛂも１

つでなく個ࠎにྜわࡏる必要があるとឤじた」というグ㏙がぢられた。 

 国際的など㔝の広がりについて、ᐑ⭜(2022)23)は、2021 年度に࣌ࢫࢦル࢖࢚ドの佐藤Ặ

にㅮ話を㡬きࢫタンࣉラࣜー࣋࢖ンࢺを行ったとこࢁ、学⏕の国際♫会の現≧に㛵する知

㆑についてのቑ加はぢられたものの、国際的など㔝の広がりをぢることができなかったこ

とから、そのためには、外国へ行く、外国人をᣍ⪸するな࡝の外国人との実際の㛵わりࡸ

行動が必要となってくると㏙࡭ている。今ᅇの調査は、事ᚋ࢔ンࢣーࢺのみであったこと

から、᫖年度のデータとẚ㍑したり、今ᅇの前ᚋẚ㍑を行なったりすることはできないが、

今ᅇ、ࢩータ・ࣂディẶに実際に᮶ゼ㡬き、ᑐ㠃によるㅮ話を開ദしたことにより、「国

際的など㔝が広がった」と 97.4%の学⏕がᅇ⟅しており、外国人とのゐれྜいによるຠ果

を確ㄆすことができたことが考えられる。 

 

（㸲）岡崎市にある NPOἲ人࣌ࢫࢦル࢖࢚ドのㄆ㆑について 

 ᫖年度、➹⪅の໅ົする大学・▷ᮇ大学にて、人ᶒၥ題ጤဨ会が NPO ἲ人࣌ࢫࢦル࢖࢚

ドの活動を学⏕の人ᶒ研ಟに位置づけ動⏬を作成し、㓄ಙを行うというᙧでの研ಟを行っ

た。また、➹⪅のᑓ㛛ࢼ࣑ࢮール⏕が୰ᚰとなり、同ἲ人と༠ാした SDGs ラࣜࣉタンࢫ

ーを大学の୺ദする教育フォーラム内で࣋࢖ンࢺとして行った。本年度、ࣃࢿール人現地

、ディẶをᣍき、特別ㅮ義を行ったのは、上㏙の経⦋があることからࣂ・ータࢩタッフのࢫ

今ᅇの学⏕ཧ加⪅における NPOἲ人࣌ࢫࢦル࢖࢚ドのㄆ知度を調査した。 

 結果として、79.5%の学⏕が「知っていた」、20.5%の学⏕が「知らなかった」とᅇ⟅し

ており、8 ๭㏆い学⏕がㄆ知をしていた。࡝こで知ったかということについて、46.2%が

「᫖年度の教育フォーラム内で行った SDGs ており、᫖࡭ラࣜーで知った」と㏙ࣉタンࢫ

年度の SDGs ラࣜーのຠ果を示す結果となった。ḟいで、15.4%が「᫖年度のᤵ業ࣉタンࢫ

で知った」、12.8%は、「᫖年度の人ᶒጤဨ会の㓄ಙ動⏬で知った」とᅇ⟅した。25.6%がそ

－100－



About learning through SDGs activities of students majoring in education and childcare -Through 

a lecture by a local Nepalese staff member of NPO Gospel Aid in Okazaki City- (Hiromi MIYAKOSHI) 

の他であった。「その他」とᅇ⟅した10ྡのうち、2ྡは、「ࢼ࣑ࢮール内で知った」とᅇ

⟅していたが、他 8ྡの理⏤は୙明であった。 

 

（㸳）ㅮ話に㛵㐃する SDGsの目ᶆについて 

 「SDGs の目ᶆは 17 ありますが、今日のㅮ話は、SDGs の目ᶆの࡝れに㛵㐃するとᛮいま

すか㸽」という㉁ၥにᑐし、最もከかった㡰から「SDGs1ࠗ㈋ᅔをなくそう࠘(35)」、

「SDGs10ࠗ人ࡸ国の୙ᖹ➼をなくそう(34) 」࠘、「SDGs4ࠗ㉁の高い教育をみࢇなに࠘(32)」、

「SDGs16ࠗᖹ࿴とබṇをす࡭ての人に࠘(28)」、「SDGs3ࠗす࡭ての人に೺ᗣと⚟♴を࠘

(25)」、「SDGs6ࠗᏳ඲なỈとࣞ࢖ࢺを世界୰に࠘(21)」(6位௨下┬略)であった。 

 「今日のㅮ話から、考えさࡏられた㡯目（」ᩘᅇ⟅可）を㑅ࢇでくࡔさい」という㉁ၥ

にᑐし、最もከかった㡰から「㈋ᅔについて(36)」、「教育ついて(33)」、「人ࡸ国の୙ᖹ➼

について(32)」、「ᖹ࿴とබṇについて(23)」、「࢙ࢪンࢲーᖹ➼について(19)」、「೺ᗣと⚟

♴について(18)」(6位௨下┬略)であった。 

 「今日のㅮ話から、今ᚋ㛵ᚰをもっていきたいと考えるもの（」ᩘᅇ⟅可）を㑅ࢇでく

さい」という㉁ၥにᑐし、最もከかった㡰から「㈋ᅔについて(32)」、「教育ついてࡔ

(32)」、「人ࡸ国の୙ᖹ➼について(26)」、「ᖹ࿴とබṇについて(19)」、「㣚㣹について

 。であった(6位௨下┬略)「ーᖹ➼について (16)ࢲン࢙ࢪ」、「(19)

 上㏙の 3 つの㉁ၥとも上位にᣲがった㡯目は、「SDGs1ࠗ㈋ᅔをなくそう 」࠘、「SDGs4ࠗ㉁

の高い教育をみࢇなに 」࠘、「SDGs10ࠗ人ࡸ国の୙ᖹ➼をなくそう 」࠘、「SDGs16ࠗᖹ࿴とබṇ

をす࡭ての人に 」࠘であった。また、2つの㉁ၥで上位にᣲがった㡯目は、「SDGs3ࠗす࡭て

の人に೺ᗣと⚟♴を 」࠘と「SDGs5࢙ࠗࢪンࢲーᖹ➼を実現しよう 」࠘であった。 

➹⪅の໅ົする大学の学⏕は、ዪ子大学であり、教育、保育に㛵ಀのある学⏕が学ࢇで

いる。学⏕が㛵ᚰをもったワードには、㈋ᅔ、教育、୙ᖹ➼、ᖹ࿴とබṇ、೺ᗣと⚟♴、

ࡧ保育にᦠわる学⏕に必要なワードがᣲがっており、提౪した学ࡸ教育、࡝ーなࢲン࢙ࢪ

が適ษなものであったと考えられる。 

 

（㸴）ㅮ話と஺ὶの୰で最も༳㇟にṧったことについて 

 今ᅇのㅮ話㸤஺ὶの୰で最も༳㇟にṧったことについて、自⏤グ㏙をࢽ࢖࣐ࢺࢫ࢟ࢸン

グしたとこࢁ、ྡモでは、「ࣂディ(18)」「᪘(12)」「ࢩータ(11)」「༳㇟(10)」「ྡ前(8)」

「カーࢺࢫไ度(7)」「子࡝もたち(7)」「カフ(6)࢙」「教育(5)」「現≧(5)」「差別(4)」「行

動(4)」が上位にᣲがった。動モとしては、「ᛮう(20)」「ṧる(11)」「ኚえる(8)」「ឤじる

(8)」「いく(7)」「ཷける(6)」「ఫ(5)ࡴ」「ᩆう(4)」「⥆ける(4)」「ᣢつ(4)」「しまう(4)」

「できる(4)」、ᙧᐜモでは、「ᙉい(6)」「かっこいい(3)」「すࡈい(3)」が上位にぢられた。 

自⏤グ㏙では、「カーࢺࢫが最下位でྡ前で㌟分がわかってしまうにも㛵わらࣂ、ࡎディ

というྡ前を౑ってカフ࢙をして、ᑛཝをᣢって㐠Ⴀしたいとᛮう᰿性が、同じ年௦のዪ

性としてとてもかっこいいとឤじました」「ࢩータさࢇがࣂディ᪘をኚえようと自ら❧ち

上がって教育をཷけ、⏕かしているとこࢁ」「現ᅾでもカーࢺࢫไ度がṧり、教育ࡸ㣴育

が୙ᖹ➼であるというお話が⾪ᧁでした。同᫬に支᥼してくれる環ቃがഛわっていること

は、当たり前ではないのࡔと学ࡧました。ࢇ࡝な≧況であっても子࡝もたちが学࡭る場を

提౪することが大ษࡔとឤじました」「カーࢺࢫがྡ前になっていると、㞃したくなるこ

ともあるとᛮうけれ࡝、ࠗ の経Ⴀを考えているという࢙というྡ前でカフ࢙࠘ディカフࣂ

ことが༳㇟にṧった。ྡ前のもつ࣓࢖ーࢪをኚえるのは㞴しいことࡔとᛮうけれ࡝、自分
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た)、ኚ化がある(少し広がった)、ኚ化がある(少し⊃まった)、ኚ化がある（少し広がっ

た）、ኚ化なし)で分析をしたとこࢁ、ᅇ⟅した学⏕(n=39)の 66.7%が「ኚ化がある（広が

った）」、30.8%が「少し広がった」、2.6%が「ኚ化なし」とᅇ⟅した。 

上㏙の㑅ᢥの理⏤についての自⏤グ㏙をࢽ࢖࣐ࢺࢫ࢟ࢸングしたとこࢁ、ྡモでは、

「世界(7)」「現≧(7)」「知㆑(6)」「ၥ題(5)」「今ᅇ(4)」「カーࢺࢫไ度(4)」「国際♫会

(4)」が上位にᣲがった。動モとしては、「知る(25)」「できる(13)」「ឤじる(11)」「ᛮう

(8)」「ฟ᮶る(4)」が上位にぢられた。共㉳࢟ーワードでそれࡒれのワードの⧅がりをぢ

ると、特に⧅がりがᙉかったものは、「㈋ᅔ」と「ⱞしめる」、「ࢩータ」と「おࢁ࡝く」

と「ⱝい」、「㐪う」と「ᬽらす」、「㍺ධ品」と「㐲い」、「ඣ❺」と「ࣂックグラ࢘ンド」、

「㍺ධ品」と「㐲い」であった。㛵㐃する自⏤グ㏙（カッࢥ内は共㉳࢟ーワード）として

は、「（㈋ᅔ・ⱞしめる）㈋ᅔࡸ差別でⱞしめられている人ࠎについて知れたから」「（ࢩー

タ・おࢁ࡝く・ⱝい）ࢩータさࢇがዪ性でまࡔⱝくして日本人と༠力して௻業し、学ࡧな

がら自分の価値ほを大事にして、子࡝もたちを助けていることにおࢁ࡝きました」「（㐪

う・ᬽらす）同じ世界でᬽらしているのに、⏕まれた場ᡤ、地域が㐪う୰でこࢇなにもᢅ

いが㐪う、⏕き方が㐪うということを知り、自分がᛮっている௨上に世界は広いというこ

と、また自分のど㔝は⊃いのࡔということをឤじたため」「（㍺ධ品・㐲い）㐲く㞳れた国

であっても、ࢥーࣄーな࡝の㍺ධ品をព㆑して㑅ࡔࢇり、カフ࢙を฼用したりすることで

ఱかの助けになるのࡔとឤじました」「（ඣ❺・ࣂックグラ࢘ンド）外国⡠というࣂックグ

ラ࢘ンドࡔけでなく᭦に他の⫼ᬒがある可能性もあるとឤじて、外国⡠のඣ❺のᑐᛂも１

つでなく個ࠎにྜわࡏる必要があるとឤじた」というグ㏙がぢられた。 

 国際的など㔝の広がりについて、ᐑ⭜(2022)23)は、2021 年度に࣌ࢫࢦル࢖࢚ドの佐藤Ặ

にㅮ話を㡬きࢫタンࣉラࣜー࣋࢖ンࢺを行ったとこࢁ、学⏕の国際♫会の現≧に㛵する知

㆑についてのቑ加はぢられたものの、国際的など㔝の広がりをぢることができなかったこ

とから、そのためには、外国へ行く、外国人をᣍ⪸するな࡝の外国人との実際の㛵わりࡸ

行動が必要となってくると㏙࡭ている。今ᅇの調査は、事ᚋ࢔ンࢣーࢺのみであったこと

から、᫖年度のデータとẚ㍑したり、今ᅇの前ᚋẚ㍑を行なったりすることはできないが、

今ᅇ、ࢩータ・ࣂディẶに実際に᮶ゼ㡬き、ᑐ㠃によるㅮ話を開ദしたことにより、「国

際的など㔝が広がった」と 97.4%の学⏕がᅇ⟅しており、外国人とのゐれྜいによるຠ果

を確ㄆすことができたことが考えられる。 

 

（㸲）岡崎市にある NPOἲ人࣌ࢫࢦル࢖࢚ドのㄆ㆑について 

 ᫖年度、➹⪅の໅ົする大学・▷ᮇ大学にて、人ᶒၥ題ጤဨ会が NPO ἲ人࣌ࢫࢦル࢖࢚

ドの活動を学⏕の人ᶒ研ಟに位置づけ動⏬を作成し、㓄ಙを行うというᙧでの研ಟを行っ

た。また、➹⪅のᑓ㛛ࢼ࣑ࢮール⏕が୰ᚰとなり、同ἲ人と༠ാした SDGs ラࣜࣉタンࢫ

ーを大学の୺ദする教育フォーラム内で࣋࢖ンࢺとして行った。本年度、ࣃࢿール人現地

、ディẶをᣍき、特別ㅮ義を行ったのは、上㏙の経⦋があることからࣂ・ータࢩタッフのࢫ

今ᅇの学⏕ཧ加⪅における NPOἲ人࣌ࢫࢦル࢖࢚ドのㄆ知度を調査した。 

 結果として、79.5%の学⏕が「知っていた」、20.5%の学⏕が「知らなかった」とᅇ⟅し

ており、8 ๭㏆い学⏕がㄆ知をしていた。࡝こで知ったかということについて、46.2%が

「᫖年度の教育フォーラム内で行った SDGs ており、᫖࡭ラࣜーで知った」と㏙ࣉタンࢫ

年度の SDGs ラࣜーのຠ果を示す結果となった。ḟいで、15.4%が「᫖年度のᤵ業ࣉタンࢫ

で知った」、12.8%は、「᫖年度の人ᶒጤဨ会の㓄ಙ動⏬で知った」とᅇ⟅した。25.6%がそ
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のカーࢺࢫの࣓࢖ーࢪをኚえるというಙᛕをᣢって行動されているのがとてもᙉくてかっ

こいいとឤじた」➼がぢられ、カーࢺࢫไ度の下、差別をཷけ⥆けてきたࢩータẶが㏫ቃ

に❧ちྥかい、現地の子࡝もをᩆいながら、現地において「カーࢺࢫไ度」の࣓࢖ーࢪそ

のものをኚえようとしていることについてのグ㏙がᩓぢされた。 

 

（㸵）ㅮ話を通した、自㌟の「ኚ化」について 

 ㅮ話を通し、学⏕自㌟の୰に⏕まれた「ኚ化」について、自⏤グ㏙のᅇ⟅を࢔フターࢥ

ーディングしたとこࢁ、「これからもっと✚ᴟ的に世界に目をྥけていきたい、もっと世

界の᝟ሗを知りたい」というពぢが 12 と最もከく、ḟいで「ఱか自分にできることがあ

れば行いたい」が 5、「日本の⏕活はᜨまれていることにẼづいた、日本で今の⏕活がで

きていることにឤㅰ」が 5、「自分のດ力ḟ➨でఱでもできることを学ࡔࢇ」というពぢ

が 4、「実際にᾏ外へ行って自分の目で現≧をぢてみたい、実際に࣎ランࢸィ࢔を行いた

い」というពぢが 2、「今ᅇ学ࡔࢇことを子౪㐩にఏえていきたい」というពぢが 2、その

他が 9であった。 

 ᾏ外の現≧ࡸ支᥼をࢸー࣐としたワークࣙࢩッࣉでは、ཧ加⪅は、㐲くで㉳こっている

ᝒ᝺な現実にᑐして可ယそうとか、助けてあࡆなければ➼の発᝿をもつことこࢁに╔地す

るࡔけで、その事実にᑐして、自分㐩は現ᅾ࡝のように㛵わっており、࡝うᡴ開していけ

るのかを考えることが必要であると、㏆藤(2016)25)は、指摘している。よって、事実をᤊ

えた上で、今ᚋ࡝のように学⏕自㌟が㛵わっていくかを考ᐹし、行動するとこࢁまで฿㐩

するには、ᤵ業ࢼ࣑ࢮࡸールで⥅⥆的に行うな࡝、教ဨの支᥼が必要となると考える。 

 

㸴．まとめと今ᚋの課題 

本研究は、岡崎市にある NPOἲ人࣌ࢫࢦル࢖࢚ドのࣃࢿール現地ࢫタッフとの஺ὶを通

した、教⫋・保育⫋を目指す学⏕の SDGs に㛵する学⏕の学ࡧとၨ発᱌の提᱌を行うこと

を目的としていた。 

学⏕の「現ᅾ世界がᢪえているၥ題への㛵ᚰのኚ化」について、ᅇ⟅した学⏕の඲ဨが

「ኚ化がある（上がった）・（少し上がった）」とᅇ⟅し、ࢩータ・ࣂディẶに実際のయ㦂

ㄯを⪺いたこと自యが、現ᅾ世界がᢪえているၥ題への㛵ᚰのቑ加に⧅がっていた。 

 「国際♫会の現≧についての知㆑にኚ化」について、ᅇ⟅した学⏕の 97.4%が「ኚ化が

ある(ቑえた)」または「ኚ化がある(少しቑえた)」とᅇ⟅し、学⏕の指す「知㆑」はࣃࢿ

ールの現≧ࡸカーࢺࢫไ度と೫りはあるものの、日本௨外の国に㛵する知㆑のቑ加という

Ⅼにおいて、ᙉい㛵ᚰと知㆑をቑ加さࡏることができていた。 

「国際的など㔝のኚ化」について、ᅇ⟅した学⏕の 97.6%が「ኚ化がある（広がった）」、

または「少し広がった」とᅇ⟅した。ࢩータ・ࣂディẶに実際に᮶てもらい、ᑐ㠃でのお

話を㡬いたことにより、学⏕のព㆑として、国際的など㔝が広がったと 97.4%の学⏕がᅇ

⟅したことから、外国人によるㅮ話のຠ果を確ㄆすることができた。 

「NPOἲ人࣌ࢫࢦル࢖࢚ドのㄆ知度」を調査したとこ79.5%、ࢁの学⏕が「知っていた」

とᅇ⟅し、そのうちの 46.2%が「᫖年度の教育フォーラム内で行った SDGsࢫタンࣉラࣜー

で知った」と㏙࡭ていたことから、2021 年度に行った SDGs ラࣜーはព味のあるࣉタンࢫ

ものであったことを示すこととなった。 

 今ᅇのㅮ話と SDGs の目ᶆとの㛵㐃、考えさࡏられた㡯目、今ᚋ㛵ᚰをもっていきたい

と考えるもの（」ᩘᅇ⟅可）について、学⏕のᅇ⟅で 3つの㉁ၥとも上位にᣲがった㡯目
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は、「SDGs1ࠗ㈋ᅔをなくそう 」࠘、「SDGs4ࠗ㉁の高い教育をみࢇなに 」࠘、「SDGs10ࠗ人ࡸ国

の୙ᖹ➼をなくそう 」࠘、「SDGs16ࠗᖹ࿴とබṇをす࡭ての人に 」࠘であった。2 つの㉁ၥで

上位にᣲがった㡯目は、「SDGs3ࠗす࡭ての人に೺ᗣと⚟♴を 」࠘と「SDGs5࢙ࠗࢪンࢲーᖹ

➼を実現しよう 」࠘であった。➹⪅の໅ົする大学はዪ子大学で教育、保育に㛵ಀのある

学⏕が学ࢇでいる。㈋ᅔ、教育、୙ᖹ➼、ᖹ࿴とබṇ、೺ᗣと⚟♴、࢙ࢪンࢲーな࡝、教

育ࡸ保育にᦠわる学⏕に必要な࢟ーワードが୪ࢇでおり、学ࡧが適ษなものであったと考

える。 

ㅮ話の୰で最も༳㇟にṧったことについて、カーࢺࢫไの下、差別をཷけ⥆けてきたࢩ

ータẶが㏫ቃに❧ちྥかい、現地の子࡝もをᩆいながら、現地において「カーࢺࢫไ」の

 。そのものをኚえようとしていることについてのグ㏙がᩓぢされたࢪー࣓࢖

ㅮ話を通して学⏕自㌟の୰に⏕まれた「ኚ化」について、「これからもっと✚ᴟ的に世

界に目をྥけていきたい、もっと世界の᝟ሗを知りたい」というពぢが最もከく、ḟいで

「ఱか自分にできることがあれば行いたい」、「日本の⏕活はᜨまれていることにẼづいた、

日本で今の⏕活ができていることにឤㅰ」がぢられた。世界の現≧をᤊえた上で、今ᚋ࡝

のように学⏕自㌟が㛵わっていくかを考ᐹし、行動するとこࢁまで฿㐩するには、ᤵ業ࡸ

 。教ဨの支᥼が必要となると考える、࡝ールで⥅⥆的に行うなࢼ࣑ࢮ

最ᚋに、今ᅇ、ࣂディカフ࢙௦⾲の࢘ィࣜ࢔ムࡺࢬりẶ、NPO ἲ人࣌ࢫࢦル࢖࢚ド理事

の大ᐑ⋹子Ặ、ࢩータ・ࣂディẶより、࣌ࢫࢦル࢖࢚ドの活動についての課題をఛったと

こࢩ、ࢁータẶより、現地における課題について、現地のዪ性たちの自❧支᥼のため、ᢏ

⾡を与える࡭く、ࢭンターをᘓタ୰であるが、資㔠୙㊊のためなかなか進まないことを特

にᣲࡆられていた。また、日本における課題として、現地支᥼のための資㔠୙㊊およࡧ資

㔠調㐩への㊊᥃かりを作ることのᅔ㞴さを大ᐑẶがᣲࡆていた。よって、このᅋయに最も

㔜要であるのが、資㔠調㐩であり、そのための日本における人ࠎへの広い࿘知が当㠃の課

題となる。࣌ࢫࢦル࢖࢚ドの活動と学⏕の学ࡧが win win になるためには、࣌ࢫࢦル࢖࢚

ドが、岡崎市内にある大学において、よりከくの学⏕に、活動の࿘知を行い、学⏕はそこ

からᵝࠎ学ࡧをᚓていくというᙧが考えられる。また、ࣃࢿールにおけるࣂディ᪘がカー

のቨを㉸えることに⧅がるよう、2023ࢺࢫ 年度௨㝆、大学、研究⪅、学⏕の❧場からで

きる࣌ࢫࢦル࢖࢚ドへのാきかけを᭦にᶍ⣴、実行していくことを今ᚋの課題としたい。 

 

㝃グ 

本研究は、௧࿴ 4年度岡崎ዪ子大学・岡崎ዪ子▷ᮇ大学研究೔理ጤဨ会による研究೔理

ᑂ査 No.22018のᢎㄆをཷけて実施している。 

 

ὀ㔘 

（１） 「すࣃࢿールのࣂディ᪘のᮧでは日㞠いࡸ᥇◁の௙事ࡄらいしかなく、ᖖに㈋し

いᬽらしをᙉいられています。もし、現㔠཰ධがあれば子࡝もを኎らࡎにすࡴ。 

そࢇな⥭ᛴ性のもと現㔠཰ධࡸ㣗ᩱとなるࣖࢠ㣫育の࢙ࢪࣟࣉクࢺがጞまりまし

た。すࣃࢿールのᮧにつがいのࣖࢠをおくり⦾Ṫをᅗっています。」（Gospel Aid, 

2018） 

（２） ࣟーカルࣜーࢲー୺ᑟですࣃࢿール・ࢫルࢣッࢺᕞにヨ㦂㎰地（೉地）をᚓまし

た。 現ᅾ、自↛㎰ἲによる作付けをヨみています。(Gospel Aid, 2018))。 

（㸱） ࣘーࢨーࣟーカル ࢽ࢖࣐ࢺࢫ࢟ࢸングࢶール https://textmining.userloca-
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のカーࢺࢫの࣓࢖ーࢪをኚえるというಙᛕをᣢって行動されているのがとてもᙉくてかっ

こいいとឤじた」➼がぢられ、カーࢺࢫไ度の下、差別をཷけ⥆けてきたࢩータẶが㏫ቃ

に❧ちྥかい、現地の子࡝もをᩆいながら、現地において「カーࢺࢫไ度」の࣓࢖ーࢪそ

のものをኚえようとしていることについてのグ㏙がᩓぢされた。 

 

（㸵）ㅮ話を通した、自㌟の「ኚ化」について 

 ㅮ話を通し、学⏕自㌟の୰に⏕まれた「ኚ化」について、自⏤グ㏙のᅇ⟅を࢔フターࢥ

ーディングしたとこࢁ、「これからもっと✚ᴟ的に世界に目をྥけていきたい、もっと世

界の᝟ሗを知りたい」というពぢが 12 と最もከく、ḟいで「ఱか自分にできることがあ

れば行いたい」が 5、「日本の⏕活はᜨまれていることにẼづいた、日本で今の⏕活がで

きていることにឤㅰ」が 5、「自分のດ力ḟ➨でఱでもできることを学ࡔࢇ」というពぢ

が 4、「実際にᾏ外へ行って自分の目で現≧をぢてみたい、実際に࣎ランࢸィ࢔を行いた

い」というពぢが 2、「今ᅇ学ࡔࢇことを子౪㐩にఏえていきたい」というពぢが 2、その

他が 9であった。 

 ᾏ外の現≧ࡸ支᥼をࢸー࣐としたワークࣙࢩッࣉでは、ཧ加⪅は、㐲くで㉳こっている

ᝒ᝺な現実にᑐして可ယそうとか、助けてあࡆなければ➼の発᝿をもつことこࢁに╔地す

るࡔけで、その事実にᑐして、自分㐩は現ᅾ࡝のように㛵わっており、࡝うᡴ開していけ

るのかを考えることが必要であると、㏆藤(2016)25)は、指摘している。よって、事実をᤊ

えた上で、今ᚋ࡝のように学⏕自㌟が㛵わっていくかを考ᐹし、行動するとこࢁまで฿㐩

するには、ᤵ業ࢼ࣑ࢮࡸールで⥅⥆的に行うな࡝、教ဨの支᥼が必要となると考える。 

 

㸴．まとめと今ᚋの課題 

本研究は、岡崎市にある NPOἲ人࣌ࢫࢦル࢖࢚ドのࣃࢿール現地ࢫタッフとの஺ὶを通

した、教⫋・保育⫋を目指す学⏕の SDGs に㛵する学⏕の学ࡧとၨ発᱌の提᱌を行うこと

を目的としていた。 

学⏕の「現ᅾ世界がᢪえているၥ題への㛵ᚰのኚ化」について、ᅇ⟅した学⏕の඲ဨが

「ኚ化がある（上がった）・（少し上がった）」とᅇ⟅し、ࢩータ・ࣂディẶに実際のయ㦂

ㄯを⪺いたこと自యが、現ᅾ世界がᢪえているၥ題への㛵ᚰのቑ加に⧅がっていた。 

 「国際♫会の現≧についての知㆑にኚ化」について、ᅇ⟅した学⏕の 97.4%が「ኚ化が

ある(ቑえた)」または「ኚ化がある(少しቑえた)」とᅇ⟅し、学⏕の指す「知㆑」はࣃࢿ

ールの現≧ࡸカーࢺࢫไ度と೫りはあるものの、日本௨外の国に㛵する知㆑のቑ加という

Ⅼにおいて、ᙉい㛵ᚰと知㆑をቑ加さࡏることができていた。 

「国際的など㔝のኚ化」について、ᅇ⟅した学⏕の 97.6%が「ኚ化がある（広がった）」、

または「少し広がった」とᅇ⟅した。ࢩータ・ࣂディẶに実際に᮶てもらい、ᑐ㠃でのお

話を㡬いたことにより、学⏕のព㆑として、国際的など㔝が広がったと 97.4%の学⏕がᅇ

⟅したことから、外国人によるㅮ話のຠ果を確ㄆすることができた。 

「NPOἲ人࣌ࢫࢦル࢖࢚ドのㄆ知度」を調査したとこ79.5%、ࢁの学⏕が「知っていた」

とᅇ⟅し、そのうちの 46.2%が「᫖年度の教育フォーラム内で行った SDGsࢫタンࣉラࣜー

で知った」と㏙࡭ていたことから、2021 年度に行った SDGs ラࣜーはព味のあるࣉタンࢫ

ものであったことを示すこととなった。 

 今ᅇのㅮ話と SDGs の目ᶆとの㛵㐃、考えさࡏられた㡯目、今ᚋ㛵ᚰをもっていきたい

と考えるもの（」ᩘᅇ⟅可）について、学⏕のᅇ⟅で 3つの㉁ၥとも上位にᣲがった㡯目
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l.jp/ による分析。 

 

ᘬ用ᩥ⊩ 

1) ᐑ⭜ᏹ⨾「保育ኈ資᱁、ᗂඣᅬ教ㅍචチを目指す学⏕にᑐし、SDGs に㛵するၨ発活動

を行った際のព㆑調査およࡧ SDGsᬑཬ活動ࣟࣉグラムに㛵する一考ᐹ ̿岡崎市をᣐ

Ⅼとする国際NPOἲ人と༠ാして̿」ࠗ 岡崎市大学懇話会 地域活性化研究࠘2022年、

30-44㡫 

2) ᐑ崎ᬛ⤮「ࣃࢿールにおける␗ᩥ化結፧と教育」ࠗ ஧ᯇᏥ⯊大Ꮵ論㞟(65) 、࠘2022 年、

49-71㡫 

3) 前ᥖ 2) 

4) ࣚࣖーࢼ・ポッカࣞル「ࣃࢿールのࣜࢲッࢺዪ性たち」ࠗ බ┈㈈ᅋἲ人࢔ࢪ࢔ዪ性஺

ὶ・研究フォーラム 、࠘2017 年、http://www.kfaw.or.jp/correspondents/docs/27-

3_Nepal_J.pdf（2022年 9᭶ 15日最⤊㜀ぴ） 

5) 前ᥖ 4) 

6) Bishwakarma, P. L.“The situation analysis for dalit women of Nepal” Paper 

presented at National Seminar on ‘Raising Dalit Participation in governance’, 

organized by Centre for Economic and Technical Studies in co-operation with 

Friedrich-Ebert-Stiftung, Lalitpur, Nepal, 3-4 May 2004. 

7) 㟷ᮌ千㈡子「ᣢ⥆可能な♫会開発と࢚ンࣃワー࣓ンࢺをめࡊして̿ࣃࢿールのࣜࢲッ

ࠗ「の活動事例から̿ࣉዪ性グルーࢺ බ┈㈈ᅋἲ人ᮾᾏ࢙ࢪンࢲー研究ᡤ ࣗࢽーࢬ

ࣞターLIBRA(75) 、࠘2022年、2㡫 

8) 藤಴ᗣ子「ࣃࢿールのࣜࢲッࢺዪ性とᭀ力」ࠗ 国際人ᶒ NGO ཯差別国際㐠動 、࠘

https://imadr.net/books/192_2/ （2022年 9᭶ 15日最⤊㜀ぴ） 

9) 前ᥖ 8) 

10) Gautam, P., Soomro, M. H., Sapkota, S., Gautam, K. R., & Kasaju, A.“Barriers to 

utilization of sexual health services among young people in district dang nepal: 

A qualitative study”. Journal of Medicine(19-2), 2018, pp.79-83. 

11) 前ᥖ 8) 

12) 前ᥖ 7) 

13) ὸ井幸子「➨ 9 ー 1.SDGsࢲン࢙ࢪ ❶ と࢙ࢪンࢲー」໭ᮧ཭人・佐藤┿ஂ・佐藤学

ࠗSDGs᫬௦の教育 す࡭ての人に㉁の高い学ࡧのᶵ会を 、࠘学ᩥ♫、2019年、150-161

㡫 

14) 外ົ┬「JAPAN SDGs Action Platform」 https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/-

sdgs/statistics/goal5.html(2022年 9᭶ 15日最⤊㜀ぴ) 

15) 前ᥖ 14) 

16) 高ᶫ┿樹ࠗ日本の SDGs それってࢇ࡯とにࢼࢸࢫࢧブル㸽 、࠘2021年、大᭶᭩ᗑ 

17) ୕㍯ᩔ子「➨ を「୺ࢬーࢽー 4.ዪ性の㈉⊩を「可ど化」し、㛵ᚰとࢲン࢙ࢪ ❶13

ὶ化」する」⏣୰἞ᙪ・୕Ꮿ㝯ྐ・sGDSࠗஅᾈ本‮ と開発教育 、࠘学ᩥ♫、2016 年、

235-254㡫 

18) 前ᥖ 17) 

19) 内㛶ᗓ「NPO ἲ人ポータル࣌ࢫࢦࢺ࢖ࢧル࢖࢚ド」2021 年、https://www.npo-

homepage.go.jp/npoportal/detail/023002251（最⤊㜀ぴ日㸸2022年 11᭶ 3日） 
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20) Gospel Aid「⚾たちのാき」2018 年、https://gospel-aid.org/work/（最⤊㜀ぴ日㸸

2022年 11᭶ 3日） 

21) Gospel Aid「ࣙࢪࣅン」2018年、https://gospel-aid.org/vision/（最⤊㜀ぴ日㸸2022

年 11᭶ 3日） 

22) 前ᥖ 21) 

23) 前ᥖ 1) 

 

ㅰ㎡ 

 本研究にᚚ༠力㡬きました、࣌ࢫࢦル࢖࢚ドཬࣂࡧディカフ࢙のⓙᵝ、研究に㛵わって

下さいました඲ての方ࠎにᚰよりឤㅰを⏦し上ࡆます。 
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l.jp/ による分析。 

 

ᘬ用ᩥ⊩ 

1) ᐑ⭜ᏹ⨾「保育ኈ資᱁、ᗂඣᅬ教ㅍචチを目指す学⏕にᑐし、SDGs に㛵するၨ発活動

を行った際のព㆑調査およࡧ SDGsᬑཬ活動ࣟࣉグラムに㛵する一考ᐹ ̿岡崎市をᣐ

Ⅼとする国際NPOἲ人と༠ാして̿」ࠗ 岡崎市大学懇話会 地域活性化研究࠘2022年、

30-44㡫 

2) ᐑ崎ᬛ⤮「ࣃࢿールにおける␗ᩥ化結፧と教育」ࠗ ஧ᯇᏥ⯊大Ꮵ論㞟(65) 、࠘2022 年、

49-71㡫 

3) 前ᥖ 2) 

4) ࣚࣖーࢼ・ポッカࣞル「ࣃࢿールのࣜࢲッࢺዪ性たち」ࠗ බ┈㈈ᅋἲ人࢔ࢪ࢔ዪ性஺

ὶ・研究フォーラム 、࠘2017 年、http://www.kfaw.or.jp/correspondents/docs/27-

3_Nepal_J.pdf（2022年 9᭶ 15日最⤊㜀ぴ） 

5) 前ᥖ 4) 
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